
◯佐野委員 それでは、平成２８年度市立甲府病院の医療

の安全性確保についてお聞きしたいと思います。 

 ＲＩ検査問題の事故発生後、平成２４年度から医療の安

全確保のシステムとして、インシデントの収集に重きを置

いて、ヒューマンエラー防止手法を使って医療現場で発生

するインシデント、アクシデントの解析等については、平

成２６年度からＩｍＳＡＦＥＲのフレームワークを使って

行うリスクマネジメント手法を導入。平成２７年度からは、

医療安全を推進するためのフレームワークとしてＴｅａｍ

ＳＴＥＰＰＳで医療のチームパフォーマンスとエビデンス

向上を目的に患者のアウトカム最適化、それから医療安全

文化の醸成を目指し、導入していると聞いております。 

 そこで質問をします。平成２８年度において、このイン

シデントについてはこれらのシステムなのか、他のリスク

マネジメントを使用しているんでしょうか。お示しくださ

い。 

◯丸山総合相談室長 インシデントの報告につきましては、

インシデント管理システムから報告いただいている状況に



なっております。 

 以上です。 

◯佐野委員 それはＴｅａｍＳＴＥＰＰＳというフレーム

ワークを使われているんですか。 

◯丸山総合相談室長 ＴｅａｍＳＴＥＰＰＳを使わせてい

ただいて報告させていただいております。 

◯佐野委員 このインシデント解析というのは、平成２６

年２月からリスクマネジメント経験を持つ看護師１名が配

置され、平成２６年度で５８件の分析。それから、この後、

この新しいシステムに変わって、平成２７年度の報告につ

いてはリスクマネジャー会議を毎月１回行っていて、確認

されたインシデントの報告は３，４５０件。その中で特に

重要な件数は、３６件の検討・是正を行っているとは確認

をしています。平成２８年度のインシデント報告数と特に

重要な件数をお示しいただきたいと思います。全数とそれ

から重要な件数、それとともに、このインシデントについ

ては平成２６年度、平成２７年度、平成２８年度について

傾向は増か減なのかについてお答えいただけますか。 



◯丸山総合相談室長 平成２８年度のインシデントにつき

ましては、３，７１２件になっております。また、是正管

理をした件数におきましては３６件となっております。イ

ンシデントにつきましては、平成２６年度、平成２７年度、

平成２８年度、増加しております。平成２６年度は３，３

６７件、平成２７年度は３,４６０件、平成２８年度は３，

７１２件になります。 

 以上です。 

◯佐野委員 まず、是正の傾向増については、２つ考えら

れると思います。１つは、解析に特化して、基本的に現場

から上がってくる声が多くなったと。これはよい傾向性だ

と思っています。それからもう１つは、やっぱりこれはま

ずいなというのは、同じような形なんですがそのまま自然

増をしている場合。ただし、皆さん方が一生懸命頑張って

インシデントを減らそうということで、これは、前者のよ

うに引っかける数が多くなっているものだというふうには

判断をしておりますが、毎回ここへ立って言わせていただ

くのは、１対２９対３００というこのハインリッヒの法則



については、ヒヤリ・ハットするものが３００件、多くな

ってくればくるほど、重大事故１件というのは多くなる傾

向性にあります。そして、数が多くなるということの弊害

としては、余りにも細かくやり過ぎて本当に小さいものま

で上げ過ぎると、今度は現場が大変になるということであ

ります。ここについては管理者がしっかり、このことにつ

いてはこういう傾向で上げなさい、それから、こういうも

のについてはとりあえず置いておいて、数で上げるんでい

いんだけれども、重点的にやるものについては重大要因に

つながるものをしっかり進めていくというふうに、ぜひそ

ういう形で進めていっていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 


